
JP 5019388 B2 2012.9.5

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
容器体(１)の開口部を閉塞する頂壁(１０)に飲み口部(１１)と空気置換孔(１３)とを開口
し、
前記容器体の開口部周縁から係合用周壁(５)を立設し、
前記容器体頂壁(１０)に周方向へ回動自在に枢着した蓋板(２０)にヒンジ(２４)を形成し
て、該ヒンジを介して蓋板(２０)先端側を上下方向へ回動可能に形成し、かつ蓋板(２０)
先端部を前記係合用周壁(５)へ着脱自在に係合させ、
前記蓋板(２０)下面であって蓋板(２０)先端部とヒンジ(２４)との間に空気置換孔(１３)
へ嵌合可能な栓蓋(２３)を形成すると共に、蓋板(２０)下面に外部との連通用凹部(２５)
を設け、
　前記蓋板(２０)は、前記飲み口部(１１)と空気置換孔(１３)とを同時に閉塞する閉蓋位
置と、
蓋板(２０)を上方へ回動させることにより、蓋板(２０)先端部を係合用周壁(５)から離脱
させて蓋板(２０)を周方向へ回動させ前記飲み口部(１１)を開口すると共に、空気置換孔
(１３)から栓蓋(２３)を離脱させて空気置換孔(１３)を連通用凹部(２５)を介して外部へ
連通させる開蓋位置とを有することを特徴とする。
【請求項２】
前記容器体(１)は内外２重容器(２、３)から形成され、かつ内容器胴部(２ａ)の上部内面
へ嵌合させた係合用周壁(５)を頂壁(１０)で閉塞したことを特徴とする請求項１記載の飲
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料容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、開閉蓋用の蓋板を備えた飲料容器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　飲料を収納する容器として、例えば、容器本体及び容器本体に密封接合されたフタ材を
備えた密封容器と、密封容器上に配置されたキャップとを具備し、該キャップが、フタ材
を破り、飲料を飲むための開口を形成するための機構を備えたものが知られている(特許
文献１)。
【特許文献１】特開２００５－１８７０８２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
  しかしながら特許文献１記載の発明では、飲む際に容器体内へ空気を導入するための空
気置換孔を備えていないばかりか、空気置換孔と開口後の飲料用開口とを同時に閉蓋する
手段を備えておらず、したがって、携帯用として用いる際に不便があった。
【０００４】
　本発明の主たる目的は、数回に分けて飲む場合や携帯に好適な飲料容器を提供すること
にある。
【０００５】
　本発明の他の目的は、開蓋時には空気置換が確実に行われ、閉蓋時には飲料の漏洩が防
止可能な飲料容器を提供することにある。
【０００６】
　本発明のさらなる他の目的は、保温、保冷が可能な飲料容器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
本発明は、容器体１の開口部を閉塞する頂壁１０に飲み口部１１と空気置換孔１３とを開
口し、
前記容器体の開口部周縁から係合用周壁５を立設し、
前記容器体頂壁１０に周方向へ回動自在に枢着した蓋板２０にヒンジ２４を形成して、該
ヒンジを介して蓋板２０先端側を上下方向へ回動可能に形成し、かつ蓋板２０先端部を前
記係合用周壁５へ着脱自在に係合させ、
前記蓋板２０下面であって蓋板２０先端部とヒンジ２４との間に空気置換孔１３へ嵌合可
能な栓蓋２３を形成すると共に、蓋板２０下面に外部との連通用凹部２５を設け、
　前記蓋板２０は、前記飲み口部１１と空気置換孔１３とを同時に閉塞する閉蓋位置と、
蓋板２０を上方へ回動させることにより、蓋板２０先端部を係合用周壁５から離脱させて
蓋板２０を周方向へ回動させ前記飲み口部１１を開口すると共に、空気置換孔１３から栓
蓋２３を離脱させて空気置換孔１３を連通用凹部２５を介して外部へ連通させる開蓋位置
とを有することを特徴とする。
【０００９】
　さらに、本発明は、前記容器体１は内外２重容器２、３から形成され、かつ内容器胴部
２ａの上部内面へ嵌合させた係合用周壁５を頂壁１０で閉塞したことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明は、閉蓋時には飲み口部と空気置換孔とを同時に閉塞可能で、かつ開蓋時にはこ
れらを同時に開放可能な手段を備えているため、容器体内の飲料を数回に分けて飲む場合
や携帯に使用することが可能である。
【００１１】
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　また、本発明は、蓋板下面に外部との連通用凹部を設け、蓋板の開蓋位置において空気
置換孔が連通用凹部を介して外部と連通可能に設けたので、飲む際に空気が容器体内へ確
実に導入されると共に、閉蓋時に空気置換孔へ嵌合可能な栓蓋を備えているので、容器体
内からの飲料の漏出が防止可能である。
【００１２】
　さらに、本発明は、容器体を内外２重容器から形成したので、空気層の介在による断熱
効果により保温、保冷が可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明を、図面に示す実施の形態を参照しながら説明する。
　図１および図２において、１は容器体で、内外２重容器２、３から形成されている。内
外容器間には間隙が形成されていて、内容器２胴部２ａの上端部外面は大外径部に形成さ
れ、かつ該大外径部外側には下方へ開口する溝部４が形成されている。
【００１４】
　溝部４には、外容器３の胴部３ａ上端部が抜止め部を介して嵌合されている。内容器２
胴部２ａの上端部内面には係合用周壁５が螺合されており、かつ係合周壁５の上下方向中
間部外面に形成された外向きフランジ６が内容器２胴部２ａの上端へ係合されている。７
はシールリングで、係合周壁５外面と内容器胴部２ａの上端部内面との間へ嵌合されてい
る。
【００１５】
　係合周壁５の上下方向中間部には頂壁１０が設けられている。頂壁１０の後部(図面に
おいて左右方向を前後とする。)かつ左右方向中間部には飲み口部１１が形成されている
。頂壁１０中央部には軸孔１２が形成されており、また飲み口部１１と軸孔１２との間に
は空気置換孔１３が形成されている。さらに、頂壁１０には、図４にも示すように後述の
蓋板厚肉部２６が係合可能な係合凹所２６ａが設けられている。係合凹所は蓋板２０の開
蓋状態を保持させるためのもので、したがって、本実施形態では飲み口部１１から左ない
し右方向へ蓋板２０を９０度回動させた位置に対応する位置の２箇所に設けるが、これに
限定されることなく、例えば、飲み口部１１に対して軸対称の位置にさらに追加的に設け
てもよく、あるいはこれら３箇所の係合凹所をつないで半円弧状の溝部に形成することも
可能である。
【００１６】
　蓋板２０は、図２に明示されているように、基端部下面に突設された回動軸２１が頂壁
１０の軸孔１２へ回動自在に嵌合されている。蓋板先端部は上方へ屈曲されて上端部がフ
ック２２に形成されており、フック２２は係合周壁５上端へ係合されている。
【００１７】
　蓋板２０下面には栓蓋２３が突設されており、栓蓋２３は空気置換孔１３へ離脱可能に
嵌合されている。栓蓋２３と回動軸２１との間の蓋板２０部分には左右方向へ伸びる薄肉
ヒンジ２４が形成されている。また蓋板２０基端部下面には回動軸２１を中心として左右
対称位置に前面開口の連通用凹部２５が形成されている。さらに蓋板２０先端部下面には
厚肉部２６が形成されていて、該厚肉部２６は閉蓋時に飲み口部１１へ嵌合可能に形成さ
れている。
【００１８】
　蓋板２０の形状には特に限定はないが、左右の幅が飲み口部１１を覆うに足りる寸法で
、かつ図１に示すように蓋板２０基端(前端)の左右両端が頂壁１０の左右方向への直径上
に位置する左右対称の形状であることが好ましい。
【００１９】
　次に作用について説明する。
　図１および図２は飲み口部１１と空気置換孔１３とが閉塞された閉蓋状態を示すもので
、空気置換孔１３は栓蓋２３が嵌合されることで閉塞され、また飲み口部１１は蓋板２０
の先端側の厚肉部２６が嵌合されることによって閉塞されている。
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　開蓋するには、フック２２を係合周壁５から上方へ離脱させ、次いで図２に点線で示す
ように、蓋板２０の先端側を薄肉ヒンジ２４を介して回動させることにより栓蓋２３を空
気置換孔１３から上方へ離脱させる。
【００２１】
　次いで、蓋板２０を左右いずれかの周方向(本実施形態では左方向)へ回動させる。回動
角度はほぼ９０度にする。この角度で蓋板２０を回動させると、図３に示すように蓋板２
０基端(前端)の左右両端が頂壁１０の前後方向への直径上に位置すると共に、連通用凹部
２５の一方が空気置換孔１３の上方へ位置するため、容器体１内部が空気置換孔１３と連
通用凹部２５とを介して外気と連通し、飲み口部１１を介して飲料が注出される際に空気
が容器体内へ導入される。なお、蓋板２０を９０度回動させた後、フック２２を係合周壁
５へ係合させる。
【００２２】
　飲料を飲み口部１１から注出した後、フック２２を係合周壁５から離脱させて上記と反
対方向へ約９０度回動させればよく、すると図１に示すように空気置換孔１３が栓蓋２３
によって閉塞されると共に、飲み口部１１が蓋板２０の先端側によって上方から覆われる
。
【００２３】
　なお、上記では空気置換孔１３は、図１において薄肉ヒンジ２４より前方の頂壁１０部
分に設けられているが、例えば、図３において空気置換孔１３が薄肉ヒンジ２４とフック
２２との間の蓋板２０部分の下方に位置するように形成すれば、連通用凹部２５は必ずし
も必要とされない。
【００２４】
　栓蓋２３が空気置換孔１３から上方へ離脱して、頂壁１０上に載ることで蓋板２０下面
と頂壁１０上面との間に間隙が生じ、この間隙を介して空気置換孔１３が外気と連通可能
となるからである。
【００２５】
　容器体１を洗浄するには、係合周壁５を容器体１から螺脱させればよい。
　なお、本発明はタンブラー容器に適用することも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明に係る飲料容器の閉蓋状態を示すもので、図２の平面図である。
【図２】図１の縦断面である。
【図３】開蓋状態を示す図１相当図である。
【図４】厚肉部が係合凹所へ係合した状態を示す説明図である。
【符号の説明】
【００２７】
１　容器体
２、３　内外２重容器
５　係合用周壁
１０　頂壁１
１１　飲み口部
１３　空気置換孔
２０　蓋板
２３　栓蓋
２４　ヒンジ
２５　連通用凹部
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